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準則例１７ 

宇土市民会館施設 指定管理者 

令和４年度 管理運営評価票 

 

所管課：文化課文化係  

Ⅰ 施設の管理概要  

 

指定管理者名 NPO法人 宇土の文化を考える市民の会 

指定期間 第４期：令和 3年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 

指定管理料 ３７，０００，０００円（令和４年度分） 

 

Ⅱ 管理運営の評価  

 １ 提案内容の実施状況 

提案内容 実施状況 

多種多様な優れた芸術文化鑑賞

機会の提供 

令和4年度は開館50周年記念事業もあり、クラシックコンサートから

有名ピアニストのリサイタル、NHKラジオの公開録音、映画祭、寄席や

伝統芸能等、例年以上に様々なジャンルの芸術文化鑑賞機会を提供し、

市内外から多くの観客が訪れた。 

市民の皆様の文化活動支援 地元で活動する太鼓演奏団体を中心とする実行委員会が「宇土太鼓祭」

を開催し、企画運営において支援した。 

また、50周年事業の最後となる春の音楽の祭典では、市内外の９団体

が出演し、宇土市児童合唱団がこの公演を最後に解散した。 

教育普及活動 アウトリーチ事業として2年目となる今年は、ダンス、コレペティ(オ

ペラ歌手にピアノ伴奏をしながら音楽稽古をつける)、和太鼓の専門家

３人が市内小中学校や地域に出向き、活動を行った。ダンスプログラ

ムでは、特別支援学級の生徒を対象に実施し、学習成果発表会で見事

に表現する姿が感動を与えた。 

また、昨年に引き続き宇土市在住のピアニスト森尚子さんによるプロ

グラムでは、実施前後で子供たちに大きな変化があり、効果が感じら

れた。 

地域貢献・地域との連携 地域伝統芸能祭では、昨年17年ぶりに復活した「松山花棒踊り」の上

演の際に、かつての地元五色山の風景を描いた背景幕を作成し、当時

の情景を思い起こさせるような舞台となった。 

【評価】  

 コロナ禍の影響があったものの、開館50周年事業もあって令和４年度は例年になく多くの事業を行

っている。中でもショパンコンクール入賞者の「小林愛実ピアノリサイタル」は、コンクール前に申し込

んでいたものがコロナ禍で延期となったため、偶然にも格安の料金で人気ピアニストを呼ぶことがで

きたが、圧倒的に市外からの観客が多く、チケットも早々に完売した。地方の公共ホールで一流の演

奏を聴くことができる貴重な機会となったが、それ故に観客の評価も厳しく、駐車場不足による混乱

や座席の不評、トイレの混雑など施設に関するありとあらゆる不満が噴出していた。観客も音楽に造

詣が深い方が多く、音響や演出にも厳しいご指摘があった。今後の教訓となった。 

開館 50周年事業では、50年前にもこけら落とし公演で出演頂いた「熊本交響楽団」によるガラコン

サートを実施した。当時演奏された曲目や馴染みのある演目などで観客を楽しませ、観客もオーケス

トラの演奏を堪能していた。 
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また、「うと歌謡祭」をはじめ、「地域伝統芸能祭」、「宇土太鼓祭」、「春の音楽の祭典」は、地域住

民等が参加して実施する恒例事業となっており、毎年出演者やその関係者で賑わっている。「地域

伝統芸能祭」では、長く休止状態であった「宇土松山の花棒踊り」を復活させ、当時の情景を背景幕

で再現させるなど、地域伝統芸能の維持・発展に大きく貢献している。 

 

 ２ 管理業務の水準の評価 

管理業務の水準を表す指標 目標値 実績値 備考 

■ 貸館事業活性化    

 1. 施設利用率 ホール  70％ 

大会議室 70％ 

会議室  85％ 

73.7％ 

68.9％ 

81.4％ 

 

 2. 利用者数 70,000人 37,117人  

 3. リピーター利用率 65％ 45.2％  

 4. 利用料金 10,800,000円 12,457,376円  

■ 自主文化事業活性化    

 1. 各分野文化事業の開催数 

  ① 鑑賞型 

  ② 普及啓発・育成型 

  ③ 参加創造型 

 

① 7回以上 

②10回以上 

③ 3回以上 

 

① 6回 

②20回 

③ 3回 

全国公立文化施設協

議会加盟中規模館年

間平均事業数11.93回 

※ ①～③合計 

 2. ファンドレイジング実績 

年間2,000,000円以上 9,481,410円 

うち6,528,000円は宇土

雨乞い大太鼓魅力再

発見事業実行委員会と

して採択 

 3. ボランティアスタッフ受入数 年間延べ 30名以上 延べ 32人  

 4. アンケートの公演満足度指数 大変満足・満足が 80％

以上 
平均 90.3％ 

 

【点検・調査結果及び評価】  

 貸館事業においてはホールは目標値を超え、その他は目標値には届かないまでもかなり近い実績

を挙げている。また、自主文化事業においては、鑑賞型は目標値にあと少し届かないものの、普及

啓発・育成型は目標値の２倍に達しており、よく健闘していると評価できる。 

 

 ３ 管理業務実施状況 

① 施設維持管理業務実績 

作業項目 実施日 内容 

清掃 通年 会議棟：毎日職員で清掃 

大ホール：利用時に専門業者・職員による清掃137回（大ホ

ール、楽屋等 78回、客席59回） 

保守・点検 4/21～22 舞台照明設備保守点検(年 1回) 

※耐用年数超過機材あり 

3/31 舞台音響保守点検（年 1回） 

※調光基板・調光卓更新時期超過 

4/10、8/11、11/9、3/12 エレベーター点検（年 4回） 

5/31、7/26、9/13、11/15、1/17、3/28 舞台機構設備保守点検（年 5回） 
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※吊ロープ、ワイヤー、操作盤基板他交換年数超過・点検

判定降格項目多数 

熊本ﾎﾞｲﾗﾒﾝﾃﾅﾝｽ 4/26、10/25、11/4 

東芝キャリア㈱ 4/26 

日本ボイラー協会 10/26 

大ホール用ボイラー・冷凍機保守点検 

※11月～3月は運転員が自主点検実施 

8/16 建設設備定期検査（年 1回） 

9/5 防火対象物定期点検（年 1回） 

11/30、3/28 消防設備保守点検（年 2回） 

 ※ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備動作不可。防火扉不具合あり。 

3/23 ピアノ保守点検（年 1回） ※ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱﾉ響板破損 

保安・警備 4/14、5/11、6/13、7/11、8/9、9/1、

10/5、11/8、12/9、1/14、2/10、3/9 

電気保安管理（毎月１回） 

通年 警備委託 

施設維持管理 通年 環境衛生管理・舞台業務委託 

【点検・調査結果及び評価】  

 法令を遵守し、各種の保守・点検業務等が適正に行われている。建設から 50 年が経過し、施設や

設備、備品の老朽化が激しい。令和４年度は大ホールホワイエの空調設備の改修を行った。令和５

年度は舞台緞帳の補修、吊物操作盤の修繕、屋根防水改修工事を予定している。指定管理者と協

議しながら、これから数年かけて優先順位を決めて計画的に行っていく。 

 

 ② 運営事業実績（主な事業・イベント） 

事業・イベント名 開催期日 参加者数 内容 

■貸館事業 ※ 利用状況実績については、次項「４ 利用状況」参照 

■自主文化事業  

NPO 事業サロンコンサート

「日野妙果＆森尚子 春の

宵コンサート」 

4月3日

(日) 
78名 

長年ウィーンで活躍しているメゾソプラノの日野妙

果さんとピアノ伴奏の森尚子さんによるサロンコン

サート。今回はリクエスト方式で、メニューの中か

ら観客が選曲する方式で開催。 

本物の芸術鑑賞事業・公文協アー

トキャラバン事業 

「熊本交響楽団ガラコンサー

ト」 

7月4日

(月) 

昼の部 400名 

夜の部 268名 

  計  668名 

50周年事業第1弾として1972年宇土市民会館の

こけら落とし公演をつとめられた熊本交響楽団に

よるガラコンサートを開催。当時演奏された演目

を含む、華やかで機器馴染みのあるプログラム

に、観客の満足度も高い公演となった。 

第5回ステレオコンサート 
7月10日

(日) 
88名 

開館50周年にちなんで、1960年代から70年代

にかけての邦楽や洋楽を中心としたラインアップ

で実施した。感染症対策のため大ホールで開催

し、広い空間で懐かしい音楽を堪能していただい

た。 

第 7回 宇土映画祭 

「人生ドライブ」 

8月 7日

(日) 
85名 

宇土市で暮らす大家族 岸さんを KKTが 21年に

わたって追いかけたドキュメンタリー映画「人生ド

ライブ」を 2回上映。上映前後に舞台挨拶もあり、

地元ならではのあたたかな雰囲気に包まれてい

た。 

NHKラジオ深夜便公開録音 
9月 10日

(土) 

251名 
(座席を400席 

に限定) 

開館 50周年事業として主に市主催で開催。講演

に熊本出身のタレントコロッケさん、アンカーは須

磨佳津江さんと山下信さんが担当され、県外から

も多くの来客があった。 

熊本県立劇場ネットワーク事業 

「鼓童ワンアースツアー

『鼓』」 

9月 17日

(土) 

ﾌﾟﾚ事業 150名 

Ａ席 333名 

Ｂ席 183名 

計 666名 

3年ぶりとなる鼓童ワンアースツアー公演を開催。

関連企画もあわせ熊本県芸術文化祭参加事業・

熊本県立劇場ネットワーク事業として熊本県立劇

場・ＫＫＴ共催で実施した。県内太鼓団との交流

プログラムも複数回実施した。 
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小林愛実ピアノリサイタル 
9月 23日

（金・祝） 

Ａ席 480名 

Ｂ席 203名 

計 683名 

2021年ワルシャワで開催された「第 18回ショパン

国際コンクール」で第 4位入賞された小林愛実さ

んの熊本県での初リサイタルということで、チケッ

トは 2週間で完売となった。世界トップクラスの演

奏に会場は熱気に包まれており、アンコールに 3

曲も演奏いただいた。 

文化庁アートキャラバン事業 

「うと寄席」 

10月13日

(木) 

Ａ席 275名 

Ｂ席 134名 

計 409名 

『笑点』の司会を務める春風亭昇太、一昨年真打

に昇進した桂伸衛門、三味線を見事に操る音曲

師桂小すみや春風亭昇りんらによる豪華な顔ぶ

れで、「ちりとてちん」「かっぽれ踊り」、オリジナル

の噺で会場を大いに沸かせてくれた。 

第 20回 うと歌謡祭 

（予選） 

10月15日 

出演者 96名 

来場者335名 

開館50周年記念となる「うと歌謡祭」。予選会では

9歳から 79歳までの老若男女93組が出場。今回

は県外も多く、大分、宮崎、鹿児島、佐賀からの

参加もあった。予選を勝ち抜いた16人による決勝

大会には、激戦を制し宇土市からも 2人が決勝に

残った。 

（決勝） 

10月16日 

出演者 16名 

来場者300名 

ＮＰＯプレゼンツ事業 

『オズのまほうつかい』 

（むすび座） 

12月18日

(日) 

大人 185名 

子ども 194名 

計 379名 

創立 55年、多くの受賞作品を持つ「人形劇団む

すび座」による大ホール用作品『オズのまほうつ

かい』を、NPO法人宇土の文化を考える市民の会

がプレゼンツ事業として特別料金で開催した。 

新春ゲッターズ飯田開運ト

ークライブ 
1月 8日 

(日) 

1回目 701名 

2回目 694名 

計 1,395名 

11月に企画会社から打診があり、急遽共催で一

日 2回公演を決定、12月 1日からチケットを販売

開始したところ完売した。30～50代の女性と市外

からの参加が多かった。 

文化庁地域文化財総合活

用推進事業 

第 7回地域伝統芸能祭 

2月 19日 

(日) 

出演者120名 

来場者230名 

計 350名 

地域に根付く伝統・伝承芸能を広く知ってもらう機

会と、継承団体にとってのハレの場を提供するた

めの祭典として 7 回目の開催となる。今回は「宇

土御獅子舞」「宇土雨乞い大太鼓」「松山花棒踊

り」のほか、天草市から「牛深ハイヤ踊り保存会」

に出演していただいた。 

宇土太鼓祭 

～伝統と革新～ 

3月 5日 

(日) 

プレ事業 760名 

一般 308名 

学生 49名 

出演者 50名 

合計 1,167名 

宇土太鼓祭実行委員会が主体となり、ﾌﾟﾚ事業と

して小中学校での学校公演・ワークショップ(３校)

と、西岡神宮での新年初打ちを行った。 

宇土太鼓祭は若手太鼓奏者達による企画運営演

出の太鼓の祭典。２月の地域伝統芸能祭から引

き続き地区保存会の方と実行委員会との交流の

機会を設け、城塚・宮庄・引の花雨乞い大太鼓の

伝統的なリズムと、近年の和太鼓楽曲とを織り交

ぜた公演を作り上げた。 

第 7回 春の音楽の祭典 

（サロンコンサート兼） 

3月 12日

(日) 

一般 245名 

学生  45名 

会員  37名 

出演者150名 

合計 477名 

開館50周年事業のフィナーレとして「50周年を皆

で祝おう！」をテーマに宇土・宇城の合唱団・吹

奏楽団と、ゲストに家族コーラス「左座家」・八代白

百合高校吹奏楽部を迎えて開催した。第 1 部で

は 8団体が出演し、50年前のヒット曲や市民会館

での思い出深い曲、これからも大切にしたい曲な

どを演奏した。第 2 部では八代白百合高校吹奏

楽部が若さ溢れる演奏、踊り、パフォーマンスを

披露した。 

アウトリーチ事業 通年 

・葉山悠介(ダンス) 2校 7コマ 223名 

・森尚子(コレペティ)1校 3コマ 125名 

・高田大介(和太鼓) 2校 7コマ 209名 

合計(延べ)   5校 17コマ 557名 
ダンスプログラムでは、特別支援学級の生徒を対象に実施され、学習

文化発表会で普段見られないような生き生きと表現する姿に、先生方

が涙されるほどだった。歌唱指導では、短い時間で子ども達の声量も

雰囲気も大きく変わり、その変化の大きさに先生方が驚かれた。 
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【点検・調査結果及び評価】  

 今年度は会館 50周年記念事業もあり、例年以上に事業が目白押しだったが、概ね大過なく開催で

きていると言えるが、やはりアンケート等で評価が低かったのは施設に関する内容であった。特に小

林愛実ピアノリサイタルやゲッターズ飯田開運トークライブなど、チケットが完売するような人気の催事

の場合は、周辺地理に詳しくない市外の方も多く、駐車場が不足している上に案内もスムーズにでき

ず、大きな不満の原因となっていた。また、女性客が多かったのに女子トイレの水が流れにくいという

こともあり長蛇の列となっていて、休憩時間が足りなくなる程だった。大ホールの客席の座面が固いと

いう不満も例年どおり多く、指定管理者では対応できないハードに関するものが多かった。 

 これらの改善には大規模な施設の改修を伴うものが多いため、すぐには解消することができない

が、指定管理者と協議しながら計画的に改修を行っていく。 

 駐車場案内については、ピアノリサイタルでの苦情を受け、その後は専門の警備会社に委託するこ

とで多少改善できている。駐車場不足は長期的な課題である。 

 

 ４ 利用状況 

施設名 
年計 年計 前年度計 前年度比 

開館日数 357日 357日 増減なし 

大ホール 

利用可能日数 357日 357日 増減なし 

利用日数 273日 215日 58日増 

利用率 76.3％ 60.2％ 16.1㌽増 

入場者数 23,573名 9,752名 13,821名増 

大会議室 

利用可能日数 357日 355日 2日増 

利用日数 244日 237日 7日増 

利用率 68.2％ 66.8％ 1.4㌽増 

入場者数 6,333名 6,423名 90名減 

その他会議室 

利用可能日数 307日 307日 増減なし 

利用日数 249日 254日 5日減 

利用率 81.1％ 82.7％ 1.6㌽減 

入場者数 5,939名 5,122名 817名増 

ギャラリー 

利用可能日数 307日 307日 増減なし 

利用日数 45日 12日 33日増 

利用率 14.7％ 3.9％ 10.8㌽増 

入場者数 1,272名 437名 835名増 

【点検・調査結果及び評価】  

 感染症対策も次第に緩和され、今年度は開館時間の短縮や休館することはなかったため、利用状

況は利用日数・利用率ともほとんどの施設が増となっている。大ホールも 50周年事業をはじめ、一般

の利用も増えており、徐々に回復してきている。今後はコロナ禍前の日常生活に戻ることが予想され

るため、各施設の利用状況もさらに改善していくものと思われる。 
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 ５ 管理経費の収支状況 

  ① 収入 

項目 内容 金額（円） 

指定管理料 指定管理料 37,000,000 

利用料金収入 

会議室 大会議室・他会議室・ギャラリー 4,199,266 

大ホール  2,600,471 

付帯設備・空調  5,657,639 

自主事業収入 
自主事業  6,627,900 

助成金  3,890,410 

雑収入 自動販売機販売手数料 他 934,556 

合     計 60,910,242 

   収納未済額 0 

   うち利用料金未収入分 0 

 

  ② 支出 

項目 内訳 金額（円） 

人件費 給料・旅費日当・臨時賃金・法定福利費等 17,478,423 

施設管理費 需用費・役務費・委託費・賃借費・備品 27,677,643 

事業費 自主文化事業費 12,419,089 

事務費 需用費・役務費・負担金・租税公課費・法人税等 3,334,557 

合     計 60,909,712 

【点検・調査結果及び評価】  

 50 周年記念事業による自主事業の増加や大ホールの利用増により収入は増えているが、その

分、運営に係る人件費や光熱水費等が増えている。特に最近は電気料金の高騰により、市の電

気代高騰対策給付金がなければ大幅な赤字となっていた。今年度は給付金によってかろうじて

黒字となったが、今後も電気代や燃料費が高騰すると、厳しい収支となることが予想される。光熱

水費の増加は、指定管理者の経営努力だけでは対処できないため、いずれ利用料金の増額など

が必要となってくると思われるが、極力料金増を行わなくてよいように助成金などの情報を集め、

活用していただきたい。 

 

  ③人件費における最低賃金の確認 

※最低賃金（熊本県）→最低時間賃金（853円）効力発生年月日 令和4年10月1日 

雇用形態 最低賃金を満たしているか(適or不適) 

正規職員 適 

非正規職員 適 

その他（         ）  
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６ 利用者調査結果 

調

査

実

施

内

容 

調査年月日 

各イベント時に来場者へアンケート調査を実施。(回収者数) 

①令和4年4月3日 日野 妙果・森 尚子 サロンコンサート（45名） 

②令和4年7月4日 熊本交響楽団ガラコンサート(183名) 

③令和4年7月10日 第5回 ステレオコンサート(59名) 

④令和4年8月7日 宇土映画祭「人生ドライブ」(57名) 

⑤令和4年9月10日 ラジオ深夜便の集い（195名） 

⑥令和4年9月17日 鼓童ワンアースツアー「童」（262名） 

⑦令和4年9月23日 小林愛実ピアノリサイタル（247名） 

⑧令和4年10月13日 うと寄席（283名） 

⑨令和4年10月15日 うと歌謡祭 予選（68名） 

⑩令和4年10月16日 うと歌謡祭 決勝（70名） 

⑪令和4年12月18日 むすび座「オズのまほうつかい」（99名） 

⑫令和5年1月8日 ゲッターズ飯田開運トークライブ【午前の部】（355名） 

⑬令和5年1月8日 ゲッターズ飯田開運トークライブ【午後の部】（278名） 

⑭令和5年2月19日 地域伝統芸能祭（121名） 

⑮令和5年3月5日 宇土太鼓祭～伝統と革新～（172名） 

⑯令和5年3月12日 第7回春の音楽の祭典（174名） 

調査方法 

調査対象数 

調査結果 
別紙アンケート結果参照 

利用者からの意見等 

【評価結果及び評価】  

 依然としてコロナ禍が続いているものの、次第に感染症対策も緩和されてきて、人数制限なしで

観客を入れることができた。このような中、開催した催事でのアンケート結果は催事そのものへの評

価は概ね好評であり、利用者の芸術鑑賞への渇望感がうかがえる。自主文化事業等の内容やスタ

ッフの対応についても非常に満足度が高く、指定管理者の努力の結果と評価できる。 

 

 ７ 意見・苦情等の対応 

利用者からの意見・苦情等 改善状況 

・椅子が固く腰が痛いです。 

・椅子の向きが真っ直ぐなので、両端は体

をステージに向けなければならず疲れた。 

・座席が狭すぎる。隣の人とぶつかる。設

計ミスだと思います。 

他同様のご意見多数 

座席座面、客席傾斜角度、階段の高さの苦情は、次号アンケー

トで毎回出ており、平成 27 年度の初回モニタリング調査から報

告をしている。 

大ホール客席階段は現行建築基準法では既存不適格で、座面

交換や座席間隔の課題は休館を伴う工事となり、改修費用も指

定管理者で負担できるものではないため、公共施設個別計画

ならびに長寿命化計画に織り込む必要がある。 

利用者に対しては負担・危険緩和のために、客席扉での注意表

示や、ブランケットの貸し出し・手すり塗装・危険箇所には反射

シール貼り付け等を行っている。 

駐車場を増やしてほしい 

 

他同様のご意見多数 

近隣施設（鶴城中・老人センター・体育館）に協力頂き、催事の

際の臨時駐車場として利用させて頂いているが、土日などは当

該施設と催事が重なることが多く、結果的に駐車場が不足する

事案が多数起こっている。 

駐車場問題は開館当初からの課題であり、立体駐車場化も視野

に改修を要望したい。 

トイレの洋式を増設してほしい 

他同様のご意見多数 

現在全館のトイレ 26個中 8個が和式であり（小便器を除く）、順

次洋式化を行ってきている。令和 7年度までに全ての和式便器

を様式化できるよう、今後も継続して取り替えを行っていく。 

宇土市民会館のインスタアカウントを開設し 令和4年度は鼓童・小林愛実公演においてSNS広告を行い、各

15、000 人にリーチするなど高い広告効果を得ることができた。
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てほしい。広告をする場合は熊本県内に広

めてほしい。 

今後、現行 Fecebook ページに加えて、instagram アカウントも

新設し、SNS広報に力を入れていく。 

客席扉が一枚なので外の音が時々気にな

った。 

全国的に劇場客席扉は前室を設けた二重扉構造が主流である

ため、当館の構造は時代のニーズに合わないものになってい

る。構造上の問題のため、設置者による改修の検討をお願いし

たい。 

舞台床面の劣化が顕著で、本番でのきし

み音が目立ち、ささくれによる怪我の危険

性がある。 

平成20年改修において、本来舞台面に使用しないフローリング

材が設置されており、指摘の通り多数の不具合が起こっている。

ささくれやひび割れ箇所については、日常的にスタッフで補修

を行っているが、そもそもの床面がピアノや大太鼓等の重量物

を扱える材質ではないため、抜本的な張り替え工事が必要。改

修費用は指定管理者で負担できるものではないため、設置者

による改修を要望 

【評価結果及び評価】  

 市民会館は建設から50年が経過した施設のため、苦情の多くは施設の老朽化や現在の基準に合

わない設備などが主である。指定管理者及び市でも対応可能なものは順次対応してきているが、座

席の交換や階段の改修、舞台床面の張替えなど長期間の休館を伴う大規模改修については、財源

確保も含めて今後の課題である。令和 4 年度には大ホールホワイエの空調整備工事と外壁改修工

事を行い、令和 5年度には舞台緞帳の補修と吊物操作盤の修理、屋根防水改修工事を予定してお

り、優先度が高く開館運営に支障が少ないものから順次改修を行っている。大ホールの座席と階段

の段差については、大規模な改修が必要となるため、今後施設全体の改修計画の中で検討してい

くしかない。指定管理者自身で対応可能な苦情についてはクリアできている。 

 

 ８ 昨年度の評価で、改善を指摘された事項に対する対応 

指摘事項 改善内容・結果 

予防保全の観点から早めの改修・修繕に努められ

ているが、結果としては事後保全にならざるを得な

い現状。個別計画には長寿命化が明記されてお

り、人命に関わることは早急に対応するべきだが、

費用も膨大なため平準化を見据えた上で市と協議

を進めて欲しい。 

毎月の月例報告において、施設設備の状況一覧ならび

に見積書等を添付し、改修が必要なものについて優先

順位をつけ随時報告をしている。 

また、予防保全の考え方に則り、軽微な補修について

は可能な限り、スタッフで行い環境改善に努めている。 

令和 4年度はロビー空調・外壁を回収頂いたが、未だリ

スク評価ＡならびにＢの「人命に関わるもの」、「公演中

止にある可能性のあるもの」について改修が必要な箇

所が多数あるため、今後継続してコストの平準化も見据

えた上で市と協議を進めていく。 

館ＨＰにおいて空き状況が確認でき利便性は高い

と感じる。ネット予約システムまで進められれば、更

なる利便性向上につながるのでは。 

令和 4年度よりネット予約システム導入にあたっての社

内研修を開始し、令和 5年 10月からシステム稼働を予

定している。利用者にとって、より利便性の高いサービ

スの提供につなげていく。 

【評価結果及び評価】  

 スタッフ対応などのソフト面やインターネット回線の整備など、指定管理者で対応可能な内容につ

いては既に対応済みであり、利用者の評価も高い。ハード面の整備についても、施設管理の委託

業者で対応可能な部分は、創意工夫して対応していただいている。大規模な改修工事と費用負担

を伴う設備の更新については、指定管理者と市で協議のうえ、緊急度の高いものから優先順位をつ

けて改善していく。 
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 ９ その他 

 

 

 

 




































